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■ 草津市都市計画マスタープラン 【将来の都市構造】 

１．将来の都市構造の構成要素 

◇将来都市構造は、これまでのまちづくりの成り立ちや将来の人口見通し等を踏まえて、将来の都市の骨

格構造を示すものです。 

◇検討においては、現行の都市マス等と同様に、「拠点・軸・ゾーン」の３要素での構成で検討を行います。 

◆現行の都市計画マスタープランの構成要素 

拠 点 

【都市核】 

①北部中心核、②南部中心核、③交流複合核、④交流研究福祉拠点核、 

⑤自然との共生拠点核 

軸 

【都市軸】 

①南北都市軸、②東西都市軸、③広域都市連携軸 

【交通軸】 

①国土幹線軸、②広域幹線軸、③都市骨格幹線軸、④環状幹線軸（内・外）、⑤鉄道軸 

【環境軸】 

①広域環境軸、②基幹環境軸 

ゾーン 

【将来市街地エリア】 

①住宅ゾーン、②商業ゾーン、③工業ゾーン、④住工共生ゾーン、⑤交流研究福祉ゾーン 

【保全エリア】 

①農地ゾーン、②レクリエーションゾーン、③自然ふれあいゾーン 
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【現行都市マス P.27】 
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【現行都市マス P.28】 
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【現行都市マス P.29】 
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【現行都市マス P.30】 
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【現行都市マス P.31】 
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【現行都市マス P.32】 
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【現行都市マス P.33】 

 

 

 


